
①活動の始まりと終わりを明確にする

　「立って話をし，終わったら座る」，「膝を向かい

合わせて話をし，終わったら前を向く」といったよ

うに，活動の始まりと終わりがはっきりわかるよう

に指示を出します。このようにすることで，教師は

生徒が必要とする時間を見極めることができます

し，早く話し合いが終わるペアと，なかなか進まな

いペアのそれぞれに必要なアドバイスをしたり，そ

の後の指名計画を考えることもできます。

　また，生徒同士でも，周囲のペアの様子を確認す

ることができ，「他のペアに遅れないように」「他の

ペアよりも良い答えを」といったように刺激となり

ます。結果として，活動にメリハリが生まれ，アク

ティブな授業となります。

②自分たち自身を題材にした活動にする

　新出表現の導入として行ったインタラクションで

は，“Which do you like, watching soccer or 

watching volleyball?”という質問に対して，意

見が分かれました。興奮した生徒たちからは，「サッ

カーなんて２時間も見て１点も入らないことがある

でしょう？」「入りそうで入らないところがおもしろ

いんだ！」といった声が上がりました。残念ながら，

これらの意見は日本語で交わされたのですが，生徒

がこのことについてもっと話したい，他の人の意見

を聞きたいと思える題材を選ぶことがとても大切だ

ということがわかります。その後の活動で「ビンゴ」

を選んだのも，「あと“listen to music”がそろえ

ばビンゴだ！　音楽を聴きそうな人は誰だろう？」

と考えながらペアを見つけることで，生徒はより積

極的に活動に取り組むことができると考えたからで

す。そのため，ビンゴの表を作る際には，生徒一人

ひとりを思い浮かべながら，それぞれに合った選択

ができるように留意しました。

③書いてまとめる活動を取り入れる

　口頭でのやりとりは，短い時間の中で多くの発話

を促し，生徒の集中力が持続する活動です。一方で，

意味を伝えることに重点が置かれるため，表現の正

確性については曖昧になってしまいがちです。そこ

で，活動の内容を書いてまとめることが大切になり

ます。それまでは「意味を伝える」ということに思

考の重点が置かれていますが，書く活動になった瞬

間に，「ここには -ing が必要？」「動詞の -s ってど

んなときに付くんだったかな？」と「正しい英文を

書く」ことに思考の重点が置かれるようになります。

授業の終盤であっても，このように思考のスイッチ

が行われるような活動を取り入れることで，授業を

アクティブにすることができるのです。

　また，このような活動では，生徒の理解度によっ

て，活動のスピードにかなりの差が出ます。その際

に，早く終わった生徒が，他の生徒をサポートでき

るように指示すると，教える生徒にとっても，教え

られる生徒にとっても，充実した時間を過ごすこと

が可能となります。

④教師と生徒の発話時間を意識する

　授業後に，自身の授業を評価する際には，教師と

生徒の発話時間の比率を考えます。例えば，今回の

授業では，次のようであったと評価しました。

場面 教師の発話 生徒の発話
⑴ウォームアップ 約２割 約８割
⑵新出表現の導入 約３割 約７割
⑶新出表現の活用練習 約２割 約８割

　新出表現の導入場面では，教師の発話が多くなり

がちです。しかし，今回は，生徒の発話を増やすこ

とを意識し，インタラクションの中でポイントを捉

えさせたり，気づいたことをペアで話し合わせたり

することで，教師の発話を最小限に抑えることがで

きました。このように，毎日の授業の教師と生徒の

発話時間を分析することで，アクティブな授業作り

に対する教師のモチベーションも高められます。

 5．おわりに

　現在担当している２年生の生徒とは，１年次より

このような授業をくり返し行ってきました。今では

すっかり授業のスタイルに慣れ，短い指示でもてき

ぱきと動けるようになりました。最近，生徒から「英

語の授業は忙しい。脳みそに汗をかきそう」と言わ

れました。「50 分間，常に生徒の思考をアクティブ

に保ちたい」と考えている私にとっては，最高のほ

め言葉だと感じました。まだまだ分からないことや

課題は多くありますが，生徒の脳にもっと汗をかか

せられるよう，研究を進めていきたいと思います。

 5 5．

1．はじめに

　海田町は平成 26 年度より高学年でのモジュール

授業を導入しています。前号では，モジュールのカ

リキュラムと環境整備を紹介しました。本号では，

モジュールの授業とその成果を紹介します。

2．モジュールの授業の様子

⑴ 単元の構成

　モジュール授業を導入するにあたり，今まで行って

きたような時間をかけたコミュニケーション活動も大

切にしたいという思いから，単元の最後に 45 分間の

じっくりとコミュニケーションを図る時間を設定し，

その活動に向けてモジュール授業で語彙や表現を学習

していくという単元構成にしました（図 1）。

⑵ モジュール A・Bと単元末の活動

 モジュール A（20 分）では，指導内容として基本

的な語彙や表現の慣れ親しみを目標とする活動を設

定しました。Hi, friends!（文部科学省）のリスニン

グや様々なチャンツ，カードや ICT 教材を用いた

語彙や表現の練習を行い，コミュニケーションや自

己表現に必要な基礎的な表現力を体験的に養ってい

く活動を行いました。

　モジュール B（25 分）では，交流活動や発表，コミュ

ニケーションゲーム，アルファベットを書く体験等，

モジュール A で学習したことを活用したコミュニ

ケーションや自己表現を主とする活動を行いました。

　そして，単元の最後にはじっくりとコミュニケー

ションを図る時間（45 分）を設定し，スピーチやグルー

プでの発表，他学年との交流授業などを行いました。

松宮奈賀子　M a t s u m i y a  N a g a k o

（広島大学大学院教育学研究科）

清水由美子　 S h i m i z u  Yu m i k o

（広島県安芸郡海田町立海田小学校）

英語表現に触れる頻度を
高めるカリキュラム
―モジュール導入　その２
　授業と成果

好きなものを伝えよう

＜単元計画（５時間【（１～４時）８モジュール＋（５時）１時間】）＞

 

時 目標と主な活動 
評 価 

コ 慣 気 評 価 規 準 評価方法 

1 

日本語と英語の音の違いに気付き，好きなものを表す表現

を知る。 
  ○ ・日本語と英語

の音の違いに気

付いている。 
 

行動観察 
振り返りカ

ード分析 

A 

○好きなものを表す表現を知ろう。

・【Chant】バナナじゃなくて banana 
（『バナナじゃなくて banana チャンツ』より）

・「先生の好きなものを知ろう」

・「好きなものを表す言い方を知ろう。」

・キーワードゲーム

B 

○自分の好きなものを言ってみよう。

・【Chant】マラソンじゃなくて marathon 
（『バナナじゃなくて banana チャンツ』より）

・【Listen 1】だれが何を好きなのか，線で結ぼう。(p.16) 
・「自分の好きなものを言ってみよう。」

・「友だちの好きなものあてゲーム」

  
     

4 
★ 

好きなものを尋ねる表現に慣れ親しみ，好きなものや嫌い

なものについて，積極的に伝え合おうとする。 
○   ・好きなものや

嫌いなものにつ

いて，積極的に

尋ねたり答えた

りしている。 

行動観察 
振り返りカ

ード分析 

A 

○好きかどうかをたずねる表現に慣れよう。 
・【Chant 2】Do you like apples?（p.16） 
・「好きかどうかをたずねる表現を練習しよう。」

・「Who am I? クイズをしよう。」 

B 

○友だちにインタビューしよう。 
・「インタビューの練習をしよう。」 
・「友だちにインタビューしよう。」 
・「インタビューした内容を紹介しよう。」 

5 

I like ～. などを使って，積極的に自分が好きなものを紹

介しようとする。 
○   ・自分が好きな

ものについて，

進んで紹介して

いる。 

行動観察 
振り返りカ

ード分析 ○自分が好きなものを Show&Tell で紹介しよう。 
・「わたしの好きなもの(Show&Tell)」 

＜第 1 ～ 4 時＞

＜第 5 時（単元の最後）＞

図 1　5 年生 Dream 5-3 単元計画表（抜粋）

モジュール A（20分）＜語彙・文の練習＞
・カードや ICT 教材を用いた語彙や表現の練習
・チャンツ　・リスニング　・文化の紹介
・先生との応答　・ペア練習　など

モジュール B（25分）＜簡単な表現活動＞
・友達との交流活動　・短い発表　・表現の練習
・コミュニケーションゲーム
・インタビュー活動　・書く体験活動　など

じっくりとコミュニケーションを図る時間
（45分）＜表現・交流・コミュニケーション＞
・グループ発表　・スピーチ　・Show & Tell
・下学年とのクイズ大会，英語お楽しみ会 など
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　日本語の「旅行」「旅」と訳される主な英語の語彙を

拾うと，travel, trip, journey, voyage, tour, ex-

cursion などがある。いずれも「人が普段住んでい

る場所から離れること」を意味しているが，目的，長

さ，場所，方法などに特徴がある。あえてそれぞれ

を一言で述べると，travel は「海外旅行など長距離

の旅行，人や物の移動全般」，trip は「仕事や観光な

ど短い旅行」，journey は「一日一日の道程を意識し

た長い旅行」，voyage 「主に船旅」，tour は「周遊旅

行」，そして，excursion 「小旅行，遠足」などとな

ろう。今回取り上げるのは travel である。この語が

持つ広い意味とその由来が多少とも本稿のテーマで

ある文化的意味に関係すると思われるからである。

　まず，travel は，日本語の「旅行」や「旅」という

訳語に最も合致している。例を出すまでもないが，

travel abroad「海外旅行をする」, travel around 

the world「世界一周旅行する」などである。また，

go （off） traveling「旅に出る」, like traveling「旅

が好き」などもある。さらに，travel agency「旅

行代理店」, travel insurance「旅行保険」などもな

じみが深い。

　ところが，travel は人の移動全般も意味している。

たとえば，We traveled 20km a day on foot. のよ

うに単なる人の移動という意味であるし，That little 

boy travels to school by train. などのように「通

学 ･ 通勤する」という意味もある。しばしば電車内の

アナウンスの Thank you very much for traveling 

with us. のような表現にも使われる。この移動は物

理的な移動だけでなく人の心の場合も含む。たとえ

ば，Her mind traveled back to her girlhood.「心

が少女時代に移った（少女時代を思い出した）」などで

ある。また，travel は乗り物や物体が「動く」という

意味がある。The train travels at 100km an hour.

や The earth travels around the sun. などの例で

ある。さらに，光や噂が「伝わる」「広まる」という意

味でも使われる。Light travels faster than sound. 

や Bad news travels fast. などである。

　このように travel には，①海外旅行，②場所の

移動，③気持ちの移動，④乗り物などの移動，⑤光

や気持ち・噂などの移動，というように多様な意味

がある。なぜこのようになったのか，特に，①と②

はどのようにして成立したかを推論してみたい。

　travel の由来はラテン語の trepalium に辿り着

く。trepalium は three stakes「3 本の棒で拷問

の責め道具」のことで，「拷問，苦痛，苦労」という

意味であった（ちなみに「陣痛」という意味もあっ

た）。これが古フランス語の travail になって，中英

語時代の英語に入り，綴りが travel になり，意味

は「歩いたり，移動したりして自分を苦しめる」→「苦

労して旅をする」→「旅をする」→「自分の住んでいる

所から移動する」と転義 ･ 派生してきたと思われる。

特に，最後の「旅」→「単なる移動」の連結は，昔は，

隣の町に行くことすら大変で危険であったからであ

ろう。③，④，⑤の転義は想像に難くないだろう。

　英語の travel が当初に内包していた「苦労や痛

み」は，日本語（大和言葉）の「たび」にもあてはまる。

「旅は憂
う

いもの辛いもの」「可愛い子には旅をさせよ」

のことわざが示すように，昔の日本人にとって「た

び」はつらく大変なことであった。このことは「た

び」の語源にも若干ながらうかがえる。たとえば，

「たび」は「賜び」あるいは「給び」（施し物として食べ

物をもらう），「他火」（他の場所で煮炊きする），「他

日」（他の場所で日を送る）である。いずれも，英語

の語源ほどではないが，「尋常ではないこと」を示唆

しているといえよう。

　漢字の「旅」の語源には著名な説が 2 つある。1

つは，方
かたへん

偏は「のぼり旗」，旁
つくり

は「人が多数従う从」

を表し，「軍旗を押し立てて戦争に向う人々」である。

もう 1 つは，「多数の人々が祭祀を行うため，氏族

の旗を立てて，祭祀の場に行く」である。英語や日

本語の「たび」とはまた異なった由来である。いつ

ものことながら，単語の文化的意味は，比較する言

語によって程度の差があるが，同じ部分と異なる部

分の両方がある。

3．ふり返りカードの工夫

　平成 25 年度までは毎時間児童の自由記述による

ふり返りを行っていましたが，時間がかかる一方で，

児童が自由に感想を書くため，めあての到達を十分

に見とれないという課題がありました。そこで，め

あてとそれに対応するふり返りの視点を設定した 1

単元 1 シートの「ふり返りカード」を作成，活用し

ました（図２）。AB を通してめあてに対して自分が

どのように活動したかを，Grade A ～ Grade D 

までの到達度を示し，モジュール B の時間に自己

評価するものとしました。単元の最後には，3 つの

観点別目標（「コミュニケーションへの関心・意欲・

態度」「外国語への慣れ親しみ」「言語や文化に関する

気づき」）に対するふり返りを◎○△×で自己評価

し，児童の言葉でのふり返りもできるよう，自由記

述の欄を設けました。

外国語活動　　ふり返りカード
６年 組 番 名前

① 月 日 月 日

めあて

② 月 日 月 日

めあて

ふり返り

④ ④　　　　　 月 日

めあて

Dream 6-5 友だちを旅行にさそおう

いろいろな国について知ろう。 いろいろな国について説明しよう。

ふり返り

（当てはまるGrade
に○をつけよう）

世界の国の名前や，その国の特徴などにいろいろ気付くことがで
きた。

世界の国の名前や，その国の特徴などに気付くことができた。

世界の国の名前や，その国の特徴などに少しだけ気付くことがで
きた。
世界の国の名前や，その国の特徴などに気付くことができなかっ
た。

おすすめのツアーを紹介しよう。

ふり返り

（当てはまるGrade
に○をつけよう）

自分の思いがはっきり伝わるようにとても工夫して，おすすめの
国について発表することができた。
自分の思いがはっきり伝わるように少し工夫して，おすすめの国
について発表することができた。
声が小さかったり，止まったりしたが，なんとかおすすめの国につ
いて発表することができた。

おすすめの国について発表することができなかった。

行きたい国について尋ねたり言ったりする表現を知ろう。 行きたい国について尋ねたり言ったりしよう。

行きたい国について尋ねたり言ったりする表現がよく分かった。

Dream 6-5 をふり返って　　（　◎　　○　　△　　×　で自己評価しよう）

自分の思いがはっきり伝わるように工夫して，おすすめの国について発表したり聞いたりした。

行きたい国について尋ねたり言ったりする表現に慣れた。

世界には様々な人たちが様々な生活をしていることに気付いた。

＜活動を通して気づいたことや感想，友だちや自分のよかったところ＞

図 2　6 年生 Dream 6-5 ふり返りカード（抜粋）

4 ．モジュールによるカリキュラム改善の成果

　前号でご紹介したように，平成 25 年度終了時点

で外国語活動の評価の 3 観点に対する児童の自信

の自己評価を調査したところ，「慣れ親しみ」への

肯定的評価が他の 2 観点より低い結果でした（表

1）。しかし，モジュール導入後の平成 26 年度終了

時点では，9 割を超す児童が課題であった「慣れ親し

み」を含め，3 観点全てで肯定的評価をしていました

（表 2）。

表 1　平成 25 年度終了時点の児童の自己評価
肯定的評価をした児童（％）

第 5 学年
コミュ 87.1

慣れ親しみ 71.8
気付き 84.4

表 2　平成 26 年度終了時点の児童の自己評価
肯定的評価をした児童（％）
第 5 学年 第 6 学年

コミュ 94.8 95.4
慣れ親しみ 93.2 94.1

気付き 98.1 96.0
　※コミュ：コミュニケーションへの関心・意欲・態度
　　慣れ親しみ：外国語への慣れ親しみ
　　気付き：言語や文化に関する気付き

 また，モジュールの導入により，指導者が効率的

な指導，評価をより意識するようになり，「英語を

通じて」テンポのよい授業をすることへの意識が高

まったことも大きな成果でした。

 さらに，評価において，ふり返りカードで 3 観点

の到達状況を児童が自己評価する項目を設けたこと

で，指導者が 3 観点の見とりをきちんとできるよ

うになったという変容も見られました。

5．今後の課題

　JALT（日本人専科指導員）の先生は All English

で授業を進めていますが，T1 の学級担任について

は，英語使用量の個人差が大きい実態があります。

研修を通して英語指導力の向上を目指すことが現在

の課題となっています。

　また，モジュールでは授業時間が短く，休憩時間

なしで他教科と切り替わることになります。そのた

め，意識の切り替えが難しい側面もあります。20

分外国語活動＋ 25 分他教科という組み方だけでな

く，20 分外国語＋（25 分＋ 45 分）の他教科など，

組み合わせる授業が細切れにならない工夫をするな

ど，進めやすいモジュールの在り方を探ることも今

後の課題です。

travel
単 語 の 文 化 的 意 味（ 8 9 ） 森住 衛　M o r i z u m i  M a m o r u 　（ 桜 美 林 大 学 ）
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